
2015 年 12 月 19 日 12－15 時 

第 106 回 CVC 実践セミナーセデーショントレーニングコース 

＠大阪医科大学 MSSC 報告書 

①開催形態 

開催施設責任者：林 道廣（大阪医科大学附属病院医療技能シミュレーション室） 

開催協力部門：医療安全管理室、医療プロフェッショナル支援室 

開催講座責任者：南敏明（大阪医科大学麻酔科学教室） 

 
②インストラクター 

コースコーディネーター 

駒澤伸泰 大阪医科大学麻酔科学教室 MSSC 

インストラクター 

駒澤伸泰 大阪医科大学麻酔科学教室 MSSC 

藤原俊介 大阪医科大学麻酔科学教室 医療プロフェッショナル支援室 

羽場政法 日高総合病院麻酔科 

植木隆介 兵庫医科大学麻酔科 

三原良介 大阪医科大学麻酔科学教室 

 
③参加者 14 名 

学内 2 名 

麻酔科 2 名 

学外参加 12 名 

足利赤十字病院 
汐田総合病院 
自治医科大学付属さいたま医療センター 
旭中央病院 
医療法人渓仁会定山渓病院 
医療法人春秋会城山病院 
第二岡本総合病院 
太田記念病院 
東京大学医学部附属病院 
湘南鎌倉総合病院 
北大阪警察病院 
北大阪警察病院 

 



④コース内容と学習目標 
12:00－12:15 開会の挨拶とコース案内 

12：15－13：00 超音波ガイド中心静脈穿刺の意義と３D 画像を用いた解説 

13：10－14：00 単純血管モデルを用いた超音波ガイド下穿刺の実習 

14：10－15：00 シミュレーターを用いた超音波ガイド下内頸静脈、鎖骨下静脈穿刺の実習 

 

⑤開催風景 

 

講義 

 

シミュレーターを用いた訓練（内頸静脈穿刺と鎖骨下静脈穿刺） 

 
 



 

 
全体集合写真 

 
 



⑥今回も数多くの全国の多岐にわたる診療科から多くの受講生を得た。 

2015 年度も継続して超音波ガイド下中心静脈穿刺講習会を開催したい。 

次回は 2016 年 7 月 2 日の第 6 回北大阪シミュレーションセミナーで予定している。 

 


